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準備期間：6月 1日～6月３０日 
実施期間：7月 1日～7月 7日 

全国安全週間は、労働災害を防止するために産業界での自主的な活動の推進と、職場で
の安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的としています。この取組期
間を機に、各事業場において労使が協力して労働災害防止対策を講じ、労働災害の減少を
図るなど、全ての労働者が安全に働くことができる職場の実現を目指しましょう。 

労働災害の防止・減少に努めましょう！ 

 

７月は「全国安全週間」です！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中小企業退職金共済制度（中退共制度） 

＜安心・確実・有利な国の退職金制度＞ 

 

退職後の安定 
安心して働ける

職場 

意欲・生産性の
向上 

人材の 
安定確保 

退職金は国の制度を上手に活用しましょう。 

 

 

中小企業退職金共済制度とは 

 
国が作った従業員の退職金制度です。 

独力では退職金制度を設けることが難しい中

小企業について、事業主の相互共済の仕組みと

国の援助によって退職金制度を設け、中小企業

で働く方々の福祉の増進を図り、中小企業の振

興と発展に寄与することを目的としています。 

事業主が中退共と退職金共済契約を結び、毎

月の掛金を金融機関に納付します。従業員が退

職した時は、その従業員に中退共から退職金が

直接支払われます。 

加入条件や手続きなど、詳細はホームページ

でご確認ください。 

 

03-6907-1234 

問い合わせ 

午前 9 時から午後 5 時 15 分
まで（土日祝日は除く） 

独立行政法人 
勤労者退職金共済機構 
中小企業退職金共済事業本部 
コールセンター 

時 間 

電 話 

https://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/ 

 

 

うつ病休職からの復帰を成功させるために 

 
うつ病で休職された方の復職と、その後、安定して就労を継続するためには、ご本人・職場それぞれ

に必要な準備があります。この度、産業医・精神科医の講師を招き、これまでの職場復帰支援の経験

を踏まえて、復職を成功させるコツをお話しいたします。 

就労されていない方にも、体調管理などについて学びが得られる内容ですので、ご家族の方やご興味

のある方はぜひご参加ください。 

 

講師：後藤 剛 先生 

（産業メンタルヘルスケア株式会社

代表取締役・医師） 

 

●講師プロフィール● 

総合内科医を経て、平成 25 年から山形さくら町病院に精神科専門医・精神

保健指定医として勤務。うつ病による休職者の職場復帰支援（リワーク）が

専門で、数多くの働く人・働きたい人を治療してきた経験を持つ。 

職場内でのメンタルヘルス対策に取り組むため、平成 30 年に会社を設立し

現在に至る。 

日本医師会認定産業医・労働衛生コンサルタントほか。 

 

7 月 9 日（火）までに藤沢市ホームページ電子申請からお申し込みください。受付完了

後、メールでご案内いたします ※二次元コードを読み取ると申請ページにアクセスでき

ます。 

日 時 

形 式 

対 象 

令和 6 年 7 月 11 日（木）午後 6 時～8 時（受付開始午後 5 時 45 分） 

オンライン研修（Zoom 使用） 

藤沢市在住・在勤でうつ病、双極性障がい、その他のストレス関連障がい
で療養中の方、家族、支援者、関心のある方等 

申込 

定 員 ５０名 

従業員の確かな安心のために！ 
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問い合わせ 

●申し込みに関すること● 

藤沢市保健所 保健予防課 
0466-50-3593 

●講座に関すること● 

藤沢病院 デイケア課 
0466-23-0909 

https://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「ユースサポート・ユースワークふじさわ」とは 
市では、「働きたい気持ちはあるが、なかなか踏み出せない」「家に引きこもりがちで、家族以外

との関わりがない」「一度就職はしたが、辞めてしまい、次の一歩が踏み出せない」といった悩み
を抱える若者やその家族を対象に、専門スタッフによる相談やさまざまな支援プログラムを実施
し、若者の社会参加に向けた自立を支援する「ユースサポート・ユースワークふじさわ」事業を実
施しています。
 

協力企業・団体の募集について 
若者への社会体験・就労体験等の受け入れや、仕事の経験談、やりがいなどを語る交流会等を一

緒に実施いただける協力企業・団体などを探しています。若者と企業とのコーディネートは、ご要
望に応じて担当者が対応します。ご協力いただける企業様は下記の電話番号からご連絡ください。 
皆様のご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

  

  
人材開発支援助成金 
事業主等が雇用する労働者に対して、職務に関連した専門的な知識及び技能を習得させるための職業

訓練等を計画に沿って実施した場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。利

用しやすくするために令和６年４月１日から制度の見直しがありました。 

＜見直しされたポイント＞ 
①人への投資促進コース（長期教育訓練休暇制度）の拡充 

②人への投資促進コース（自発的職業能力開発訓練）の拡充 

③人への投資促進コース（高度デジタル人材訓練）の拡充 

④人材育成支援コースの申請書類の簡素化 

⑤コース共通の見直し 

助成金には様々なコースがあります。また、支給には要件がありますので詳細は厚生労働省ホームペー

ジをご確認ください。 

 

人材開発支援助成金についてはこちら（厚生労働省ホームページ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html 

【問い合わせ】神奈川助成金センター（神奈川労働局）：045-277-8801 

 

見直し内容の詳細はこちら 

https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/001238033.pdf 

 

詳細はこちら https://www.youthport.jp/fujisawa/ 

【問い合わせ】 

ユースサポート・ユースワークふじさわ 

藤沢市本町1－12－17 Fプレイス５階 TEL：0466－86－5481 
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